
インボイス制度（2023年10月スタート）の対応
（支部、第一種、第二種研究会、国際会議等含む）

【本会として対応が必要なこと】

➀本会はインボイス発行事業者のため、インボイスの発行が必要
②物品購入等で支払う際にはインボイスを受け取る必要がある
③免税事業者（インボイス発行事業者以外）からは現行形式の
請求書、領収書等を受け取る

④講演等謝金支払いの際は、請求書を受け取らない代わりに
「支払明細書」を講演者に送付、控えを保管する

→上記③、④は仕入税額控除の適用を受けられない（経過措置あり）
（本会の納付消費税は経理課が算出、納付する）
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取込研専も
一部対応必要

「インボイス」＝「適格請求書」
「インボイス制度」＝「適格請求書保存方式」
「インボイス発行事業者」＝「適格請求書発行事業者」



インボイス発行事業者の義務
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⑴インボイスの発行義務
 買い手（課税事業者）の求めに応じて、インボイスを発行する義務

⑵返還インボイスの発行義務
 返品や値引きを行った場合に、返還インボイスを発行する義務

⑶修正インボイスの発行義務
 発行したインボイスに間違いがあった場合に、修正インボイスを発行する義務

⑷写しの保存義務
 発行したインボイスの写しを、原則として7年間保存する義務

※⑵、⑶の詳細は、国税庁HPを参照



インボイスの記載事項
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国税庁の説明会資料より

2023年7月国税庁資料より

・記載事項



本会の「登録番号」およびインボイスとは
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本会の登録番号

T6010405010414
国税庁適格請求書発行事業者公表サイト等で確認可能

これまでの「区分記載請求書」
記載事項に加え、「登録番号」、
「適用税率」、「消費税率」の記載
が必要となる（前ページ）

必要な記載事項が含まれて
いればよく、決まった書式はない

「インボイス」とは、売手が買手に
対し正確な適用税率や消費税額等
を伝えるための手段

「インボイス」とは「登録番号」のほか、

一定の事項が記載された請求書や納品
書、領収書、レシート、その他を指す

一つの書類のみですべての記載事項を
満たす必要はない
例えば、請求書と納品書との関係など
相互の関連が明確な複数の書類全体
で記載事項を満たしていれば、複数の
書類を合わせて一つのインボイスとする
ことが可能



インボイスに記載すべき「消費税額」の計算方法

研専・国際会議等会計処理説明会 資料
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国税庁の説明会資料より

本会は原則として、消費税額に
1円未満の端数が生じる場合は
「切捨て」で端数処理を行っている

左記のように、「税率ごとに区分した
消費税額等」に1円未満の端数が
生じる場合には、一つのインボイス
につき、税率ごとに1回の端数処理

個々の費目ごとに消費税額を計算、
端数処理を行うことはNG



支払明細書
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「支払明細書」メール版 
*********************************************** 

【支払明細書】
2023年●月●日 

●●●●様 
（登録番号なし） 

  一般社団法人 電子情報通信学会 

支払金額合計：11,137円（源泉徴収1,137円含む） 
➀支払日 ：2023年10月13日 
②取引 ：●年●月●日開催 ●●研究会講演会 講演謝礼 
③支払金額（税抜）：10,125円 
④消費税額（10％）：1,012円 
※送付後、一定期間内に連絡がない場合は確認済みとします 
*********************************************** 

謝金の支払いでは講演者から請求書を受け取らないため、講演者に「支払明細書」を送付し、その控えを保管する
「支払明細書」は、左下のフォーマットに記載するか、あるいは右下の「支払明細書」メール版どちらでもOK



インボイス制度（参考）
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【インボイス発行義務の免除】

次の取引は、適格請求書発行事業者が行う事業の性質上、適格請求書を交付することが困難なため
適格請求書の交付義務が免除される

 ① ３万円未満の公共交通機関（船舶、バス又は鉄道）による旅客の運送

 ② 出荷者等が卸売市場において行う生鮮食料品等の販売

 ③ 生産者が農業協同組合、漁業協同組合又は森林組合等に委託して行う農林水産物の販売

 ④ ３万円未満の自動販売機及び自動サービス機により行われる商品の販売等

 ⑤ 郵便切手類のみを対価とする郵便・貨物サービス（郵便ポストに差し出されたものに限ります。）

※➀、④、⑤に関する経費は、インボイスがなくとも帳簿の保存のみで仕入税額控除が可能
 ②、③に関する経費は、卸売市場や農業協同組合等が交付する書類の保存が仕入税額控除の要件



インボイス制度の詳細
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特集 インボイス制度 -国税庁
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

適格請求書等保存方式の概要  －インボイス制度の理解のために―  （国税庁）
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0020006-027.pdf

など

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0020006-027.pdf


第一種、第二種研究会、国際会議等の出納帳記載
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改定版の準備が
でき次第、経理課から
配布（2023年9月予定）

※対応を変更する
可能性あり
変更する場合は
経理課から連絡

「軽減税率」は出納帳改定版を受取次第記載を開始、「インボイスなし（【免】）」の記載は2023年10月分より

現在、作成中の
インボイス対応
出納帳改定版
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